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　1 月 13 日、放課後子ども教室で「茶道体験」
を開催し、31 人の児童が参加しました。
　足
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立
だち

真
ま

理
り

先生ご指導の下、日ごろはしゃぎま
わっている子どもたちは魔法にかかったように静
かに日本の文化を体験。まずは、ふすまの開け方、
畳の歩き方の作法を学びました。畳のへりを踏
まず、姿勢良く、すり足で静かに歩く先生の姿を
子どもたちは目を丸くして見ていました。
　その後は、いよいよお茶の時間。正座をし、
茶せんでお茶をたてます。
　『お一つ干

ひ

菓
が

子
し

を口に入れ、お茶をいただき
静かに器を置く。そして、おじぎ』
　初めての体験に緊張しながらも、楽しい時間
を過ごすことができました。

㊧真剣なまなざしで作法に
注目
㊨「おいしい！」と思わず笑顔

放課後子ども教室

毎月順番に活動内容をお届け！北公
民
館

　僕は 3 年前に小学校の教員を辞め
た。他人と関わらずに生きることを決め、
夜勤の警備員になった。でも、置引未
遂の少女との出会いが、僕の何かを変
えていく

　現役小学校教師が教える、親世代の
常識が通用しない、イマドキの学校生活。
話題のデジタル教育やお金とネットのトラ
ブル対処法など、令和の小学校生活を
スムーズにするための全学年サポート本

　定年後、どこで働いていいか分から
ない人必見！人生 100 年、定年後にお
金に困らない方法や、どこで働いてい
いか分からない人にお金を得ながら
楽しく生きる人々の実例を紹介

▼  君に光射す
　小野寺史宜・著
　双葉社

▼  親子で知りたい
　小学校最強
　ライフハック70
　坂本良晶・著
　KADOKAWA

▼  定年後でも困
　らない ！ 誰で
　も稼げる小さ
　な仕事
　金澤美冬・監修
　宝島社

　4 月 23 日㊐から 5 月 12 日㊎は、こどもの
読書週間です。
　皆さんがドキドキ、ワクワクする、「本の福
袋」を次のとおり準備します。中身は、開け
てからのお楽しみ♪
　日ごろ、手に取らない本との出合いを楽し
んでみませんか。
▶期間　4 月 23 日㊐～ 5 月 30 日㊋
▶対象　幼児～小学校低学年

こどもの読書週間

【開館時間】　9 時～22 時　【休館日】   12 月 28 日～ 1 月 4 日
◆東公民館　神崎 210　　　   ☎ 984-1159　   FAX  984-1457
◆西公民館　北黒田 966-2   　☎ 984-5313　   FAX  984-5313
◆北公民館　昌農内 456-1　     ☎ 984-7529　  FAX  984-9398

　昔、伊予郡は伊予の国の中心として広い領域を持っ
ていた。郡庁があり行政機能も担っていた。現在の伊
予郡は、領域も松前町と砥部町の 2 町に限定されてい
るが、両町の絆は古くて強い。昔の面影も随所に残さ
れている。
　砥部町は、平安時代から高品質の砥

と

石
い し

の産出地とし
て有名であった。砥石は、刀剣や漆工芸など日本の美
術品の仕上げに欠かせない貴重品である。砥石生産の
過程で出る石くずを利用した焼き物がいつからか作られ
ていた。大発展へのきっかけは、大洲藩が先進地から
技術の導入を図り、良い陶石の発見が重なって訪れた。
　伝統産業としての砥部焼が栄えるには、次の条件が
必要であった。①登り窯建造に適した地形②砕石に必
要な水車を回す豊富な水③豊富な燃料。加えて、広域
に売り出すに必要な良港が近くにあった。すなわち、郡
中港、松前港である。
　もちろん、現在も高い評価をうけ、時代に合った多く
の種類の製品が作られているが、金額的には明治から
昭和中期がピークであった。大阪の大手問屋が郡中に

砥部むかしのくらし館Ⅰ

店舗を構え、松前町浜 （新立）の住吉神社の改築にも多額
の寄付をしている。鳥居の奉納もあった。国内に限らず国
外にも多くの製品が販売され、販売の中核の一つが梅野
一族でもある豊島家だった。以前、その店舗と物流を担う
倉庫を見せてもらうことができた。うずたかく積まれたコ
レクションに驚いたのを覚えている。次号に続く。（鷲野記）

4 月 8 日㊏の歴史散歩は、岡田駅界
か い

隈
わ い

を訪ねます。8
時 30 分に松前庁舎南駐車場を出発。岡田駅で合流も
可。お申し込みは麻生まで。

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～

215

問　松前史談会（麻生）☎ 090-4472-8136

1  砥部焼の歴史を残す
大登り窯　登り窯は古墳
時代中期以降、須恵器の
伝来とともに伝わったとされる。下部から駆け上る炎は熱効率が良く、
大型化して砥部焼の全盛時代を支えた（写真：梅野精陶所　砥部町指
定有形文化財）
2     砥部焼の人形で有名な森元青芳作の珍しい陶板壁画

「森のたわむれ」と題され、人形とフクロウが木々の中で戯れている青芳
独特のほのぼのとした作品。商店街の中村剛志さんの車庫壁面に飾ら
れ、ここでも砥部焼が生活に溶け込んでいることを感じさせてくれる（資
料提供：青芳窯　森元志郎氏）
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松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,351 人     
女性   15,990 人    
合計   30,341 人    
世帯   13,725 世帯

( ＋ 3）
( － 1）
( ＋ 2）
( ＋ 8）

人の動き
 （R5.2.28 現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   5 月 1日🈷    口座振替  4 月 25 日火

固 定 資 産 税　　　　　　　　　      　  第 1 期 

◆ 新着本 紹介
　毎週新しい本を入荷し、随時、新着本コーナーに展示して
います。貸し出し状況、予約状況はお問い合わせください。

◆開館時間　9 時 30 分～ 19 時
◆問い合わせ　     ☎ 985-4140
　　　　　　       FAX 985-1386
https://www.i-masaki.jp/library/
◆ 4月の休館　28 日㊎

Let
's Enjoy Books

ふるさと ライブラリー

おはなし会
15日   ㊏
11時～
文化センター
２階ふるさと学習室
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